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昼
に
活
動
す
る
ガ
の
仲
間

　

花
壇
や
公
園
で
、
空
中
で
静
止
す
る

よ
う
に
飛
び
な
が
ら
（
ホ
バ
リ
ン
グ
）、

蜜み
つ

を
吸
っ
て
花
か
ら
花
へ
、
目
に
も
止

ま
ら
ぬ
ス
ピ
ー
ド
で
飛
び
回
る
生
き
も

の
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
ホ
ウ
ジ
ャ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
ガ
の
仲

間
で
す
。

　

ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類
と
よ
く
呼
ば
れ
る
の

は
、ス
ズ
メ
ガ（
雀
蛾
）科
の「
ホ
ウ
ジ
ャ

ク
（
蜂
雀
）
亜
科
」
に
含
ま
れ
る
ガ
の

う
ち
、
主
に
日
中
や
朝
夕
の
薄う

す

明あ
か

る
い

時
間
帯
に
活
動
す
る
も
の
で
す
。
日
本

で
は
19
種
が
知
ら
れ
て
お
り
、
蜂
雀
の

名
の
通
り
ハ
チ
と
間
違
え
そ
う
な
姿
と

行
動
の
持
ち
主
で
す
が
、
毒
は
な
く
、

人
を
刺さ

す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類
は
い
ず
れ
の
種
も
口こ

う

吻ふ
ん

が
よ
く
発
達
し
て
い
ま
す
。
高
速
で

翅は
ね

を
は
ば
た
か
せ
な
が
ら
、
普
段
は
丸

ま
っ
て
い
る
口
吻
を
伸の

ば
し
て
花
の
蜜

を
吸
う
様
子
は
、
そ
の
見
事
な
飛ひ

翔し
ょ
う

能の
う

力り
ょ
くを

実
感
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
観
察

の
お
す
す
め
は
ア
ベ
リ
ア
の
花か

壇だ
ん

。
ア

ベ
リ
ア
は
都
心
部
で
も
よ
く
植し

ょ
く

栽さ
い

さ

れ
て
い
る
低
木
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
私

た
ち
の
目
線
よ
り
少
し
低
い
く
ら
い
の

花から花へ素早く飛び回る「ホウジャク」と呼ばれるガの仲
間。ハチやハチドリに間

ま

違
ちが

われることもある彼らの活発な行
動は、身近な自然観察の対象として、とても魅

み

力
りょく

的
てき

な存在
です。そんなホウジャクたちの暮らしに注目します。

矢
や

崎
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英
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食樹のクチナシの葉の上に、
オオスカシバの緑色の丸い卵。
柔
やわ

らかい新芽で見かけることが
多い（写真：PIXTA）

 　  
都心でも見かけることの多いオオスカシバは、日中によく
活動するホウジャク類では最も大きな種で、その名の通
りの透

とう

明
めい

な翅が特徴です。
卵から生まれた幼虫は、大きくなると蛹

さなぎ

になり、そこから
翅の生えた成虫が羽化してきます（完全変態）。オオス
カシバの幼虫の主な食べ物はクチナシの葉。しばしば
公園や庭の植栽でも発生しているのを見つけることがあ
ります。オオスカシバは一般に蛹で越

えっ

冬
とう

するとされますが、
ホウジャク類の一部の種では成虫で越冬すると考えられ
ているものもいます。

幼虫は体の後ろの端
はし

に「尾
び

角
かく

」
と呼ばれる突

とっ

起
き

を持つが、何の
ためなのかよく分かっていない

（写真：鈴木淳夫）

幼虫は十分に成長すると、浅
い地中または地表で蛹

よう

化
か

する
（写真：PIXTA）

羽化したばかりの成虫の翅には、黄
色っぽい鱗

りん

粉
ぷん

が付いている。しかし
翅を震

ふる

わせるとこの鱗粉ははがれ落
ち、透明な翅が現れる（写真：PIXTA）

アベリアに訪花する
オオスカシバ

（写真：矢崎英盛）
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高
さ
に
白
い
可か

憐れ
ん

な
花
を
咲さ

か
せ
、
そ

こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
の
ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類

が
訪
れ
る
様
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類
と
よ
く
間
違
え

ら
れ
る
も
の
に
、
ハ
チ
ド
リ
（
蜂
鳥
）

と
い
う
鳥
の
仲
間
が
い
ま
す
。
主
に
中

南
米
に
生
息
し
て
い
る
ハ
チ
ド
リ
類
は

（
日
本
に
は
い
ま
せ
ん
）、
ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類

と
同
じ
よ
う
に
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら

花
の
蜜
を
次
々
に
吸
っ
て
飛
び
回
り
ま

す
。ホ
ウ
ジ
ャ
ク
類
と
ハ
チ
ド
リ
類
は
、

ガ
と
鳥
と
い
う
全
く
違
う
生
き
も
の
で

す
が
、
こ
の
よ
う
に
異
な
る
系
統
の
生

き
も
の
が
同
じ
よ
う
な
環
境
条
件
な
ど

で
似
た
姿
や
行
動
な
ど
の
特と

く

徴ち
ょ
うを

持

つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
象
を

「
収し

ゅ
う

斂れ
ん

進し
ん

化か

」と
呼
び
ま
す
。
ホ
ウ
ジ
ャ

ク
類
は
、
生
き
も
の
が
長
い
時
間
か
け

て
た
ど
っ
て
き
た
進
化
と
い
う
シ
ス
テ

ム
の
面
白
さ
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く

れ
る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。
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ホシヒメホウジャク
枯
か

れ葉のような姿が印象的な種。成虫越冬
と考えられており、早春にも見かける。幼虫
の食草はヘクソカズラ（写真：矢崎英盛）

スカシバガ科は別のガ
オオスカシバとよく似た和名の「ス
カシバガ科」というガの仲間がい
る（写真はセスジスカシバ）。こち
らもハチにそっくりの姿だが、ホウ
ジャク類とはかなり縁遠い別のグ
ループ。特に飛んでいる時はブ
ーンという羽音もあいまって、ハチ
と見分けるのが難しい（写真：矢
崎英盛）

ホシホウジャク
身近によく見られる種の一つ。ホバリングし
ながらツリフネソウから吸蜜している。幼虫
の食草はヘクソカズラ（写真：ピッキオ）

夜に飛ぶ
ホウジャク亜科のガ
ホウジャク亜科には、夜に活動
する種も多く含まれているが、一
般に「ホウジャク」と呼ばれるこ
とは少ない。例えば写真のベニ
スズメは、夜に咲く花や樹液など
の間を高速で飛び回り、やはり
ホバリングして口吻を伸ばしなが
ら吸蜜する（写真：鈴木淳夫）

ヒメクロホウジャク
オオスカシバに似るが、より小さく翅が黒っ
ぽい。幼虫の食草はアカネやヘクソカズラ
など（写真：鈴木淳夫）

　観賞植物としても人気のサギソウのギザギザの花
びらは、ホウジャク亜科を含むスズメガ科のガがホバ
リングしながら蜜を吸う際に、脚をかけて姿勢を安定
させる支えとして機能する。つまりサギソウの花にと
って、より確実に花粉を運んでもらう仕掛けになって
いる（Suetsugu et al.  2022）。
　 一方でスズメガ類は、
ホバリングしながら花の雄
しべや雌しべに触れずに蜜
を吸い出してほとんど花粉
媒介に寄与しない「蜜泥
棒」としての側面も持って
いる（Sakamoto et al.  
2012）。蜜を盗まれるのを避
けるために、一部の植物は、スズメガ類の口吻より
も長い筒状の花を咲かせ、送粉者としてスズメガ類
を利用している。スズメガ類と植物は、互いを搾取
しようと戦いを繰り広げてもいるのである。（協力：阪
上洸多）

サギソウ
（写真：photoAC）

このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております（商用利用不可）。
https://nacsj.or.jp/magazine/category/kansatsu/ からPDFファイルがダウンロードできます。




